
計画 平成３０年４月１日　策定

平成　　年　　月　　日　修正

成果報告 令和元年　５月３１日　報告

補助金等の名称

予算科目 款 3 項 1 目 3

予算事業名

実施計画の位置づけ

補助金分類

国県補助の状況 千円

交付先

支出根拠規定

補助の目的

補助の効果

補助対象事業の
具体的内容

対象経費及び補助率

補助金額の根拠

備考

1/2を超えて補助、設
立5年を超えて運営費
補助する理由

その他

補助期間

介護給付費等として請求ができない事務等職員に係る人件費の助成は、法人が施設
整備を行うにあたり、十分なインセンティブになり得るものと考える。

平成３０年４月１日～令和２年３月３１日

佐倉市民間心身障害者施設運営費補助金交付要綱

障害者グループホーム運営費等補助事業

暮らしの基盤となる支援（横断的支援）に努めます。

国付 ・ 県付 ・ 国直接 ・ 県直接 ・ 国県補助なし

通所・入所系事業所　23施設

佐倉市民間心身障害者施設運営費補助金交付要綱

人件費の助成を行うことにより、障害者の受入可能者数の拡大を目的とする。

社会福祉法人へ補助することにより、法人経営の安定及び施設整備の促進が図られる。

民間障害者施設の事務職員に係る人件費を補助する。

（対象経費）事務職員に係る人件費
（補助率）補助基準額または実支出額のいずれか少ない方の額×1/2

一般会計
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佐倉市民間心身障害者施設運営費補助金



補助金等の名称

計画期間終了後の
最終的な目標値

計画期間終了後の
最終的な成果値

平成28年度

平成29年度

平成30年度

令和元年度

計画額
〔千円〕

4,774

成果達成状況の分析と今後の方策

目標値を超える施設数を確保することができた。今後も引き続き対象となる施設への補助を
行うことにより、障害者が安定的に施設を利用できる環境を維持していく。

成果達成状況の分析と今後の方策

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

3,573
利用者30人以上     4施設
利用者30人未満   19施設

2,981
利用者30人以上     5施設
利用者30人未満   18施設

成果達成状況の分析と今後の方策

目標値と同数の施設数を確保することができた。今後も引き続き対象となる施設への補助を
行うことにより、障害者が安定的に施設を利用できる環境を維持していく。

成果達成状況の分析と今後の方策

目標値を超える施設数を確保することができた。今後も引き続き対象となる施設への補助を
行うことにより、障害者が安定的に施設を利用できる環境を維持していく。

令和2年度までに24施設に補助金の交付を行う。

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

3,573
利用者30人以上     4施設
利用者30人未満   19施設

4,774
利用者30人以上     6施設
利用者30人未満   16施設

2,810
利用者30人以上     4施設
利用者30人未満   19施設

利用者30人以上     6施設
利用者30人未満   16施設

2,629
利用者30人以上     3施設
利用者30人未満   20施設

平成27年度

佐倉市民間心身障害者施設運営費補助金

計画額
〔千円〕

各年度目標値
決算額
〔千円〕

各年度成果値

3,978
利用者30人以上     5施設
利用者30人未満   14施設

2,826
利用者30人以上     4施設
利用者30人未満   18施設

成果達成状況の分析と今後の方策

目標値を超える施設数を確保することができた。今後も引き続き対象となる施設への補助を
行うことにより、障害者が安定的に施設を利用できる環境を維持していく。
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